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最近 5年間の看護学生のレジリエンスに関連する要因と 

レジリエンス強化に関する文献検討 
 

乾 美由紀 1)2)・宮林 郁子 3) 
 

要旨【目的】看護学生のレジリエンスに影響する要因を明らかにし，レジリエンスを強化する教育方
【目的】看護学生のレジリエンスに影響する要因を明らかにし，レジリエンスを強化する教育方法に
ついて検討することを目的とした．【方法】PubMed，CINAHL， 医中誌Webでキーワードを
“resilience in nursing student”, 「レジリエンス 看護学生」とし，2015～2020年の期間で検索した
（検索日：2021年 2月 18日）．全文が入手可能な 原著論文で看護学生が対象である 18件を対象とし
た．【結果】①ストレス, 抑うつ, 共感疲労，自己効力感等が影響し, 学業成績と正の相関関係が示され
ていた． ②育成介入の結果有意差はないが自己認識, 自己肯定感の向上が認められた．【考察】 レジリ
エンスは教育によって高められることを裏付ける結果が示され, 看護教育の早い段階で教育に含めるべ
きことが主張されているが，教育方法に関する研究は未だ少なくその必要性が示唆された．キーワー
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Abstract 
 [Objective] To clarify factors influencing resilience in nursing students and current educational 
approaches to promote it. [Methods] Research papers published overseas within the period 
between 2015 and 2020 were searched for using the PubMed, CINAHL and Ichushi databases and 
the following keywords: “resilience in nursing students” (date of search: February 18, 2021). 
Among the identified papers, 18 original full-text articles examining nursing students were 
analyzed. [Results] There were 3 main themes: 1) personal characteristics influencing resilience, 
such as stress, depression, compassion fatigue, and self-efficacy, with academic performance being 
positively correlated with resilience; 2) resilience program evaluations, reporting that 
interventions slightly promoted self-perception, consideration, and self-affirmation. [Discussion] 
These articles confirm that resilience is promoted through education, and they emphasize the 
necessity of incorporating related approaches into nursing education in the early stages. However, 
as the number of studies on such approaches is still limited, it may also be necessary to address 
this issue.  
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Ⅰ．はじめに 

看護学生は，在学中に多くの学業上のストレス

にさらされる（Deary, et al., 2003; Magnussen, 
et al., 2003; Pulido-Martos, et al., 2012） ．継続
的なストレスは学生の学業成績に悪影響を及ぼす

（Al-Kandari & Vidal, 2007; Jimenez, et al., 
2010）ことが知られている．加えて，青年期にあ
る大学生の性格特性について，情緒的に不安定で

ストレスに弱く，敏感で気を使う方向に変化して

きていることが指摘されている（上野, 平野, 小塩, 

1)  清泉女学院大学大学院研究生 
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Ⅴ．結果 

データベースから抽出された 225 件のうち，全
文が入手可能な原著論文で，レジリエンスと関連

する要因について研究しているもの，看護学生の

レジリエンスを高めるための教育について研究し

ているものは 18件であった．なお国内では期間中
に，看護学生の学年によるレジリエンスの比較

（杉本, 笠原ら, 2018），シミュレーション教育な
ど特定の教育方法がレジリエンスに与えた影響に

ついての検討（横井, 玉木ら, 2020; 大沼, 内田, 
2019） が行われていたが，レジリエンスに関連す
る要因を探る研究は行われていなかったため，す

べてが海外論文となった． 
対象の 18文献のうち、レジリエンスと関連する

要因について研究したものが 12 件（表 1）、レジ
リエンスを高める教育について研究したもの（表

2）が 6件であった．  
1．レジリエンスと関連する要因  

より効果的な教育方法を策定する前段階として

レジリエンスに影響する要因を探る研究が行われ

ていた．レジリエンスの高い看護学生の特徴

（Chamberlain, et al., 2016; Hwang, Shin, 2018; 
Sahu, et al., 2019; Škodová, Bánovčinová, 2018），
やレジリエンスと関連する要因（Krautscheid, et 
al., 2020; McDermott, et al., 2020; Ríos ‐
Risquez, et al., 2018; Sam & Lee, 2020; Smith & 
Yang, 2017; Van Hoek, et al., 2019）を明らかに
することを目的として，複数の尺度を用いた調査

が行われていた．レジリエンスと同時に様々な要

因が測定されており，多かったのは，ストレス, 抑
うつ, バーンアウト, 共感疲労,マインドフルネス, 
ウェルビーイング, 自己効力感であった．レジリエ
ンスと負の相関関係が認められるものとしてスト

レス，抑うつ，共感疲労が認められ，レジリエン

スが低ければバーンアウトにつながることが示唆

されていた．一方，レジリエンスと正の相関関係

が認められるものはマインドフルネス，ウェルビ

ーイング，自己効力感であった．Van Hoek

（2019），Hwang（2018）は，成績が高い人は有
意にレジリエンスが高く，ドロップアウトした学

生はレジリエンスが有意に低かったことを報告し

ている．Rees（2016）は、看護師を対象とした大
規模な多施設調査に基づいて開発された ICWR-1 
（ The International Collaboration Workforce 
Rsilience-1）モデルが、看護学生に適応できるか
を検証し，自己効力感，コーピング，マインドフ

ルネスがレジリエンスに影響を与えていたことを

報告した．自己効力感を高め，マインドフルネス

のスキルを身につけさせ，適応的なコーピングを

行うことを目的とした教育は学生がレジリエンス

を維持するのに役立つことを示唆した．  
2．レジリエンスを高めるための教育 

Reyes（2015）は、レジリエンスを理解し，実
践しているかどうかを探るためにカナダの看護学

生 1～4 年生の 38 人にインタビューを行った．そ
の結果から，Pushing Through というモデルを提
案した．このモデルは，レジリエンスは課題を克

服し目標を達成するために行動を起こすプロセス

であるとし，3段階で構成されている．1段階目は
困難な状況に直面しこれまでの考え方や方法が必

要になったときに起きる stepping into，2 段階目
は困難な状況にもかかわらず目標に向かって邁進

する stay the course，3 段階目は困難な状況を克
服し継続できることを認識し自己評価する

acknowledging である．レジリエンスは苦難に耐
え，支援システムにアクセスするための戦略であ

り，学習，開発，強化されるものであることを示

唆した．  
Onan（2019）は，イスタンブールの看護学科 1
年生の前期に講義，質疑応答，経験の共有，ウォ

ームアップゲーム，ロールプレイからなる授業を

週に 2 時間実施後，スケールを用いてストレス
（Stress self-assessment checklist），レジリエン
ス(PRQ)を調査した．授業のテーマは，①ストレ
スとストレッサーの概念，②ストレスの生理学，

③仕事のストレスとバーンアウトへの対処法であ

2018; 中村, 2003; 中村, 相良, 2020）．看護学生に
課せられる多くの課題を達成するためには，レジ

リエンスが必要である．レジリエンスは逆境を克

服し，前向きに適応して精神的な健康を維持する

能力と説明しているものが多い（Cope, et al., 
2016; Reyes, et al., 2015）． 
レジリエンスに関する研究は 1970 年代より始

まり，困難な育成環境で育ったにもかかわらず精

神疾患を発症しない人がいること，耐え難いスト

レスの影響で PTSD や抑うつを発症する人がいる
一方で適応している人がいることに関する研究か

ら始まり、近年では困難に直面した状況からの立

ち直り，人間的成長という方向へ発展している．

心理学分野，教育分野と同様に看護学分野でもレ

ジリエンスへの関心が高まり，レジリエンスの概

念，役割，個人的特性，強化する要因について研

究が行われている．看護学生におけるレジリエン

スについて，学生が課題や逆境に直面した時に，

希望や楽観性をもって立ち向かうための準備を整

える手段との意義が提唱されている（Stephens, 
2013）．看護学生に関する多くの研究が，レジリ
エンスの高さと学業成績との間に正の相関がある

ことを概ね支持する結果を示している（Beauvais, 
Stewart, DeNisco, & Beauvais, 2014; Cleary, et 
al., 2018; Stephens, 2013）．他方，レジリエンス
が低い学生は，不安や抑うつなどの精神面に悪影

響を受けやすいことが示唆されている（Reeve, et 
al., 2013）． 
近年は，レジリエンスは単なる特徴や特性では

なく，発達過程である（Stephens, 2013; Reyes, 
2015）ととらえられており，教育によって高める
ことができる（Cleary et al., 2018; Hurley, et al., 
2020; Thomas & Asselin, 2018）として，看護教
育の初期段階にレジリエンストレーニングを含め

るべきことが主張されている．レジリエンスに影

響する要因を探る研究は，より効果的な教育方法

を開発するために必要（Hwang, 2018）である．
そこで，レジリエンスと関連する要因，レジリエ

ンスを高める教育方法についての近年の研究の動

向について検討する．  
 
Ⅱ．目的 

最近 5 年間の看護学生のレジリエンスについて
の研究の動向について概観し，今後の指導教育の

方向性を見出すための示唆を得るために，以下の

2点について検討する． 
① 看護学生のレジリエンスと関連のある要因

がどこまで明らかにされているのか． 
② 看護学生のレジリエンスを強化するために

どのような介入が試みられているのか． 
 
Ⅲ．方法 

1．文献の選定  

医中誌 Web，PubMed と CINAHL を用いて，
2015～2020 年の 5 年間の論文を検索した．キー
ワードは医中誌 Web では「レジリエンス」「看護
学生」PubMed および CINAHL では“resilience” 
“ nursing student ”  “ resilience in nursing 
student” とした（検索日：2021年 2月 18日）．  
 検索の結果，医中誌 Web で 7 件，PubMed で
167件, CINAHLで 51件の合計 225件が抽出され
た．この中から，以下の条件; ①国内に蔵書があり
入手可能な原著論文であること，②レジリエンス

と関連のある要因について研究していること，③

看護学生のレジリエンスを高めるための教育につ

いて研究していることを満たしたもので，最終的

に 18件の論文を対象とした．そのうち②と③の 2
つに分け整理・分類した． 
2．分析方法  

対象文献を精読し，文献ごとに論文タイトル，

発表年，研究が行われた国と対象，調査項目，研

究方法とデータ収集方法，研究結果を抽出した．  
  
Ⅳ．利益相反 

本研究における利益相反は存在しない．  
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Ⅴ．結果 

データベースから抽出された 225 件のうち，全
文が入手可能な原著論文で，レジリエンスと関連

する要因について研究しているもの，看護学生の

レジリエンスを高めるための教育について研究し

ているものは 18件であった．なお国内では期間中
に，看護学生の学年によるレジリエンスの比較

（杉本, 笠原ら, 2018），シミュレーション教育な
ど特定の教育方法がレジリエンスに与えた影響に

ついての検討（横井, 玉木ら, 2020; 大沼, 内田, 
2019） が行われていたが，レジリエンスに関連す
る要因を探る研究は行われていなかったため，す

べてが海外論文となった． 
対象の 18文献のうち、レジリエンスと関連する

要因について研究したものが 12 件（表 1）、レジ
リエンスを高める教育について研究したもの（表

2）が 6件であった．  
1．レジリエンスと関連する要因  

より効果的な教育方法を策定する前段階として

レジリエンスに影響する要因を探る研究が行われ

ていた．レジリエンスの高い看護学生の特徴

（Chamberlain, et al., 2016; Hwang, Shin, 2018; 
Sahu, et al., 2019; Škodová, Bánovčinová, 2018），
やレジリエンスと関連する要因（Krautscheid, et 
al., 2020; McDermott, et al., 2020; Ríos ‐
Risquez, et al., 2018; Sam & Lee, 2020; Smith & 
Yang, 2017; Van Hoek, et al., 2019）を明らかに
することを目的として，複数の尺度を用いた調査

が行われていた．レジリエンスと同時に様々な要

因が測定されており，多かったのは，ストレス, 抑
うつ, バーンアウト, 共感疲労,マインドフルネス, 
ウェルビーイング, 自己効力感であった．レジリエ
ンスと負の相関関係が認められるものとしてスト

レス，抑うつ，共感疲労が認められ，レジリエン

スが低ければバーンアウトにつながることが示唆

されていた．一方，レジリエンスと正の相関関係

が認められるものはマインドフルネス，ウェルビ

ーイング，自己効力感であった．Van Hoek

（2019），Hwang（2018）は，成績が高い人は有
意にレジリエンスが高く，ドロップアウトした学

生はレジリエンスが有意に低かったことを報告し

ている．Rees（2016）は、看護師を対象とした大
規模な多施設調査に基づいて開発された ICWR-1 
（ The International Collaboration Workforce 
Rsilience-1）モデルが、看護学生に適応できるか
を検証し，自己効力感，コーピング，マインドフ

ルネスがレジリエンスに影響を与えていたことを

報告した．自己効力感を高め，マインドフルネス

のスキルを身につけさせ，適応的なコーピングを

行うことを目的とした教育は学生がレジリエンス

を維持するのに役立つことを示唆した．  
2．レジリエンスを高めるための教育 

Reyes（2015）は、レジリエンスを理解し，実
践しているかどうかを探るためにカナダの看護学

生 1～4 年生の 38 人にインタビューを行った．そ
の結果から，Pushing Through というモデルを提
案した．このモデルは，レジリエンスは課題を克

服し目標を達成するために行動を起こすプロセス

であるとし，3段階で構成されている．1段階目は
困難な状況に直面しこれまでの考え方や方法が必

要になったときに起きる stepping into，2 段階目
は困難な状況にもかかわらず目標に向かって邁進

する stay the course，3 段階目は困難な状況を克
服し継続できることを認識し自己評価する

acknowledging である．レジリエンスは苦難に耐
え，支援システムにアクセスするための戦略であ

り，学習，開発，強化されるものであることを示

唆した．  
Onan（2019）は，イスタンブールの看護学科 1
年生の前期に講義，質疑応答，経験の共有，ウォ

ームアップゲーム，ロールプレイからなる授業を

週に 2 時間実施後，スケールを用いてストレス
（Stress self-assessment checklist），レジリエン
ス(PRQ)を調査した．授業のテーマは，①ストレ
スとストレッサーの概念，②ストレスの生理学，

③仕事のストレスとバーンアウトへの対処法であ
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ったと報告しており，高レジリエンス群の学生は

負のプレッシャーによる影響を緩和し最小限にと

どめる手段を持っているのではないかと考えられ

ることからも，負の要因をコントロールする術を

身に付ける教育はレジリエンスを高めるのに効果

的であると考えられる．介入の時期や期間は研究

により異なっているが，形式としては講義とワー

クショップが主で，ストレスやバーンアウトの概

念，対人関係スキルやポジティブシンキング，感

情コントロールなどによるストレスへの対処法に

ついての内容を講義で学習し，その後ロールプレ

イやディスカッションなどを通じて経験から学習

するという方法がとられていた．介入の評価時期

や方法も研究により異なるが，レジリエンスへの

直接的な効果は測定できなかったものの，自己認

識や自己肯定感の向上，自己管理と調整，ストレ

スへの対処能力が育成できたことで課題達成に向

けた準備ができたことが報告されている．介入期

間について，短期間の介入を頻繁に実施したほう

が良いのか，学期にわたる長期的な介入を実施し

たほうが良いのかについては模索中の段階で，さ

らなる研究が必要であると考えられる．レジリエ

ンス教育を取り入れる必要性が主張されるなか，

実施している看護系大学は未だ少ない(Cochran, 
2020)．これまでの研究によりレジリエンスに影響
する要因は明らかになってきている．これらを基

に，レジリエンスを向上させる教育の開発，その

効果に関する研究の増加が期待される． 
 
Ⅶ．研究の限界と課題 

本調査では海外論文のみが対象となったが，海

外と日本では看護師の法的権限・業務内容の相違

と，これに伴う看護教育のシステム・内容に相違

がある．また，対人関係や対処能力が未熟な青年

期であることや，看護学生という共通性はあるも

のの，文化・宗教・生活習慣の違いから物事の捉

え方，感じ方に相違がある可能性がある．そのた

め，この結果を日本の看護学生に当てはめること

ができるかどうか調査する必要がある． 
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nursing: A proposed conceptual model. Contemp 
Nurse, 55(4-5), 450-457.  

った．介入後は，レジリエンスの変化に有意差は

認められないが，自己認識と社会的資源の下位尺

度に有意な増加が認められ，自分自身を肯定的に

捉え，社会資源に円滑に到達できたことを報告し

ている． 
Liang（2019）は，臨床実習前～実習中の期間

に 20 分間の講義と 80 分間のワークショップから
なる 100 分間のワークショップを 6 回行った．ワ
ークショップのテーマは①自信をつけること，②

ストレスの要因と対処法，③知識とスキルの向上，

専門家と関係性の構築，④ポジティブシンキング

考についてであった．実習終了後にインタビュー

を行った結果，ストレス対処，帰属意識，ポジテ

ィブ思考を育成することができたと報告している． 
Chow(2020)は，香港の看護学生１年生に 90 分

間のビデオ学習を含む講義，ディスカッション，

ゲームからなるワークショップを 3 回実施したの
ちスケールによるレジリエンス(CD-RISC)，ウェ
ルビーイング (WHO-5)，マインドフルネス
(MAAS)の調査とインタビューを行っていた．ワ
ークショップのテーマは①レジリエンスと感情調

整，②ストレス管理とマインドフルネス，③バー

ンアウトとうつ病についてであった．ワークショ

ップ後のレジリエンス，ウェルビーイング，マイ

ンドフルネスには有意な変化は見られなかったが，

インタビューでは学生はバーンアウトとマインド

フルネスに興味を持ち，自分の感情や行動に気を

配るようになったこと，看護の学修や実践におい

てレジリエンスが果たす役割の重要性を認識し課

題に向けた認知的，行動的な準備ができたとの結

果が得られた． 
Hurley（2020）は，オーストラリアの実習を直

前に控えた学生に 4 時間の EI（Emotional 
intelligence）トレーニングワークショップの後，
40 分程度のフィードバックとコーチングを実施し，
インタビューを行った．学生たちは，自己認識，

自己管理と調整などレジリエンスに必要な能力を

備え，レジリエンスがクリティカルなフィードバ

ックから学ぶ能力を支えており，看護実践能力の

向上につながったと考察している．  
Cochran（2020）は，米国 39 州の看護系大学

におけるレジリエンストレーニングの実施割合に

ついて調査し，正式なカリキュラムとして実施し

ている学校はわずか 9％に過ぎなかったことを報
告した． 

 
Ⅵ．考察 

看護師には，困難や逆境に直面したときに，そ

れを克服して対処する強さが必要である

（Ebrahimi, et al., 2019）．しかし，看護学生を含
む青年期の若者の心理的脆弱性が増してきている．

看護学生は，在学中に多くのストレスにさらされ

る（Deary et al., 2003; Magnussen & Amundson, 
2003; Pulido-Martos, et al., 2012）ため，レジリ
エンスを高め負のプレッシャーから学生を守るこ

とが必要である（McDermott et al., 2020）．レジ
リエンスは単なる特性や特徴ではなく、教育によ

り高めることができるもので，学び，育て，高め

ることができるものであることを Reyes（2015）
の Pushing throughモデルは根拠づけている．  
レジリエンスに影響する要因を探る研究により

正の相関関係にある要因，負の相関関係にある要

因が明らかにされており，正の要因・負の要因そ

れぞれに対してアプローチする教育が行われてい

る．レジリエンスと正の相関関係にある要因とし

て，自己効力感，マインドフルネス，ウェルビー

イングがあり，正の要因を強化することによって

レジリエンスを高めようとする教育が行われてい

る．他方，レジリエンスと負の相関関係にある要

因として，ストレス，抑うつ，共感疲労，バーン

アウトがあり，負の要因をコントロールする方法

を身に付けることによってレジリエンスを高めよ

うとする教育が行われている．レジリエンスは，

ストレスや逆境を乗り越えることで生じる個人の

発達過程である（ Stephens, 2013)．Hwang
（2018）は高レジリエンス群でストレスが少なか
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ったと報告しており，高レジリエンス群の学生は

負のプレッシャーによる影響を緩和し最小限にと

どめる手段を持っているのではないかと考えられ

ることからも，負の要因をコントロールする術を

身に付ける教育はレジリエンスを高めるのに効果

的であると考えられる．介入の時期や期間は研究

により異なっているが，形式としては講義とワー

クショップが主で，ストレスやバーンアウトの概

念，対人関係スキルやポジティブシンキング，感

情コントロールなどによるストレスへの対処法に

ついての内容を講義で学習し，その後ロールプレ

イやディスカッションなどを通じて経験から学習

するという方法がとられていた．介入の評価時期

や方法も研究により異なるが，レジリエンスへの

直接的な効果は測定できなかったものの，自己認

識や自己肯定感の向上，自己管理と調整，ストレ

スへの対処能力が育成できたことで課題達成に向

けた準備ができたことが報告されている．介入期

間について，短期間の介入を頻繁に実施したほう

が良いのか，学期にわたる長期的な介入を実施し

たほうが良いのかについては模索中の段階で，さ

らなる研究が必要であると考えられる．レジリエ

ンス教育を取り入れる必要性が主張されるなか，

実施している看護系大学は未だ少ない(Cochran, 
2020)．これまでの研究によりレジリエンスに影響
する要因は明らかになってきている．これらを基

に，レジリエンスを向上させる教育の開発，その

効果に関する研究の増加が期待される． 
 
Ⅶ．研究の限界と課題 

本調査では海外論文のみが対象となったが，海

外と日本では看護師の法的権限・業務内容の相違

と，これに伴う看護教育のシステム・内容に相違

がある．また，対人関係や対処能力が未熟な青年

期であることや，看護学生という共通性はあるも

のの，文化・宗教・生活習慣の違いから物事の捉

え方，感じ方に相違がある可能性がある．そのた

め，この結果を日本の看護学生に当てはめること

ができるかどうか調査する必要がある． 
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コロナ禍により面会制限がもたらした治療・療養における意思決定への影響 

－Riessmanのテーマ分析を用いて－ 

 

稲又 泰代 1)2)・古家 伊津香 1)2)・大関 春美 3)・宮林 郁子 3) 

 

要旨 
本研究では，Riessmanのテーマ分析を用いて，コロナ禍が面会制限にもたらした患者や家族の治

療・療養における意思決定への現状と影響を明らかにすることを目的とした．その結果，88のテク
スト，31のサブテーマ，14のテーマが導き出され，さらに 7つにグループ化された；「家族は医師
より電話で病状説明を受けているが，患者と対面した際，想像と現実に衝撃を受け，戸惑いや苛立ち
を抱く」，「面会制限により，退院支援カンファレンスの開催が困難で，患者・家族の意思確認ができ
ず，本来患者が望む療養生活を事前に準備ができない」などであった．分析した結果，面会制限は，
患者の希望や価値観，生活習慣などを家族や医療者間で共有する機会を減少させ，十分な準備ができ
ないまま在宅療養へ移行し，望まない療養生活の変更を余儀なくされる．これまでの医療体制や地域
との連携が大きく変容したコロナ禍では，この課題の解決が重要であることが示唆された．  
 
キーワード：新型コロナウィルス感染症，面会，意思決定 
 

Impact and current status of visitation restrictions caused by COVID-19 

-Using Riessman's thematic analysis- 
 

Inamata Yasuyo 1)2)，Furuya Itsuka 1)2)，Oozeki Harumi 3)，Miyabayashi Ikuko 3) 

 
Abstract 
We studied the impact of the COVID-19 epidemics on the decision-making of patients and their 
families in treatment and recuperation using Riessman's thematic analysis．As a result, 88 texts, 
31 subthemes, and 14 themes were extracted, which were divided into 7 groups including two major 
groups: 1) Family members who had received explanations of the disease condition from the doctor 
over the phone were shocked, confused, and frustrated by the gaps between their expectations and 
reality when they actually met the patient; 2) Because of the restrictions on visits, discharge 
support conferences were not held, and the intentions of patients and their families were 
unconfirmed, making it impossible for patients to prepare for the treatment life they wish. Our 
analysis indicated that the restriction of visits reduces opportunities for family members and 
medical professionals to share patients' intentions, values, and lifestyles, and patients move to 
home treatment without adequate preparation, forcing them to make unwanted changes in their 
treatment life. Solving these problems was suggested important in the COVID-19 epidemics, in 
which the conventional medical systems and cooperate on with the community have changed 
significantly. 

 
Key words：covid-19，visit，decision making  
 
Ⅰ．はじめに 

新型コロナウィルス感染症（以下，COVID-19）
は，2019年 12月，中国湖北省武漢市で最初に確
認され，中国を中心に驚異的な速さで世界各国に

Seisen Jogakuin College Journal of Nursing Vol.2 No.1 pp41-56 コロナ禍により面会制限がもたらした治療・療養における意思決定への影響 

 

1) 清泉女学院大学大学院研究生   
2) 福岡大学病院 
3) 清泉女学院大学 
 

 

表 1 レジリエンスに関連する要因に関する研究 

 

表 2 レジリエンスを高める教育に関する研究 

 

No Author(Year) Title 測定項目 対象 結果

1 Chamberlain(2016)
Dispositional mindfulness and employment status
as predictors of resilience in third year nursing students: a
quantitative study

レジリエンス
マインドフルネス
共感疲労

オーストラリアの
3大学の看護学部3
年生240人

マインドフルネスが高い学生はレジリエンスも高
い.

2 Rees(2016)
Can We Predict Burnout among Student Nurses? An Exploration
of the ICWR-1 Model of Individual Psychological Resilience

レジリエンス, 共感疲労, 自己効力感,
マインドフルネス, コーピングスキル,
ポジティブ感情・ネガティブ感情

オーストラリア7
大学, カナダ1大学
の看護学部4年生
422人

マインドフルネス, 自己効力感, コーピング, バー
ンアウトスコアにレジリエンスが有意な影響を与
えていた. 神経症はコーピングとバーンアウトの
関係を緩和した.

3 Smith(2017)
Stress, resilience and psychological well-being in Chinese
undergraduate nursing students

ストレス, レジリエンス, ウェルビーイ
ング

中国の看護学校3
校1538人

レジリエンスはストレスと負の相関があり, ウェ
ルビーイングと負の相関があった.

4 Hwang(2018)
Characteristics of nursing students with high levels of academic
resilience: A cross-sectional study

レジリエンス, ストレス, 満足度, 社会
的感情能力

韓国の3大学の3年
生240人

レジリエンスの高い学生は対人関係が良好で成績
が良く, 満足度が高かった.

5 Škodová(2018)
Type D Personality as a Predictor of Resilience Among Nursing
Students

レジリエンス, D型パーソナリティ, 首
尾一貫感

スロバキアの看護
学科, 助産学科150
人

Type Dの特性が高い学生はレジリエンスと首尾
一貫感覚のレベルが有意に低かった.

6 Ríos‐Risquez(2018)
An exploratory study of the relationship between resilience,
academic burnout and psychological health in nursing students

レジリエンス, バーンアウト, ウェル
ビーイング

スペインの看護学
科4年生113人

レジリエンス, 感情的疲労, ウェルビーイング,
バーンアウトに有意な関係がある. レジリエンス
が高く感情的疲労が低いほどウェルビーイングが
良いと予測される.

7 Jeong‐Sook(2019)
Effect of resilience on intolerance of uncertainty in nursing
university students

レジリエンス, 不確実性への不寛容
韓国の看護学生
134名

不確実性への不寛容は, レジリエンスの下位領域
である自己調整能力, 対人関係能力, ポジティブな
傾向と有意に負の相関を示した.

8 Van Hoek(2019)

The influence of socio-demographic factors, resilience and
stress reducing activities on academic outcomes of
undergraduate nursing students: A cross-sectional research
study

人口統計学的要因, レジリエンス, スト
レス軽減活動, 成績

ベルギーの6大学
の看護学生589人

レジリエンスの高さは学業の成功を有意に予測し
た. 中退した学生はレジリエンスが有意に低かっ
た.

9 Sahu(2019)
Perceived stress and resilience and their relationship with the
use of mobile phone among nursing students

携帯電話使用, ストレス, レジリエンス
インドの9大学の
看護学生102人

学生の77.5％はストレスが中～高程度, 20.6％は
レジリエンスが高く, 25.5％は携帯電話を頻繁に
使用していた. ストレスは年齢・レジリエンスと
有意かつ負の相関を示した.

10 Krautscheid(2020)
Examining Relationships Between Resilience Protective Factors
and Moral Distress Among Nursing Students

レジリエンス保護因子, 道徳的苦痛
ポーランドの2大
学の看護学生60人

レジリエンス保護因子4つのうち2つは道徳的苦痛
と有意な逆相関を示した. 社会的支援と道徳的苦
痛には逆相関を認め, 目標の有効性と道徳的苦痛
には逆相関を認めた.

11 McDermott(2020)
Nursing students' resilience, depression, well-being, and
academic distress: Testing a moderated mediation model

レジリエンス, 抑うつ, ウェルビーイン
グ, 学業上の苦痛, キャンパス環境

米国の23校の看護
学生933人

レジリエンスによる学業保護効果は主にうつの減
少によって説明される. この効果はキャンパス環
境を否定的に認識している学生に強く現れる.

12 Sam(2020)
Do Stress and Resilience among Undergraduate Nursing
Students Exist?

ストレス
レジリエンス

インドの看護学生
620人

学生の45.7%が深刻なストレスを感じ, 55％がレ
ジリエンスが低かった. ストレスとレジリエンス
には有意な弱い負の相関関係があった.

No Author(Year) Title 実施項目 対象 結果

13 Reyes(2015)
Nursing students' understanding and enactment of resilience a
grounded theory study

レジリエンスを理解し実践しているか
どうかインタビュー

カナダの看護学部
１～４年生38人

 レジリエンスを理解し実践しているものとして
Pushing throughというプロセスが明らかになっ
た. このプロセスは3つの段階で構成されていた.

14 Onan(2019)
Evaluation of a stress coping course for psychological resilience
among a group of university nursing students

ストレスとストレッサーの概念, スト
レスの生理学, ストレスとバーンアウ
トへの対処法に関する講座を週2時間1
学期を通じて実施後, ストレスとレジ
リエンススコアを比較

トルコの看護学科
1年生78人

レジリエンススコア, ストレスに変化はないが, 自
己認識と社会的資源の下位尺度に有意な増加が認
められた.

15 Liang(2019)
Resilience enhancement among student nurses during clinical
practices: A participatory action research study

自信をつけること, ストレスの要因と
対処法，知識とスキルの向上, 専門家
と関係性の構築, ポジティブシンキン
グ考について6回のワークショップ実
施後インタビュー

台湾の最終学年28
人

ストレス対処，帰属意識，ポジティブ思考を育成
することができた.

16 Chow(2020)
Resilience-building module for undergraduate nursing students:
A mixed-methods evaluation

レジリエンスと感情調整，ストレス管
理とマインドフルネス，バーンアウト
とうつ病について講義、ワークショッ
プ後尺度による調査とインタビュー

香港の大学1年生
195人

レジリエンス, ウェルビーイング, マインドフルネ
スには有意な変化は見られなかったが, バーンア
ウトとマインドフルネスに興味を持ち, 自分の感
情や行動に気を配るようになった.

17 Hurley(2020)
Emotional intelligence as a mechanism to build resilience and
non-technical skills in undergraduate nurses undertaking
clinical placement

臨床実習を行う直前に, レジリエンス
の相関関係が確立されている感情的知
性のトレーニングとコーチング実施後
インタビュー

オーストラリアの
看護学部1年生と3
年生42人

レジリエンスの向上, メンタルヘルス患者への積
極的な対応、, 共感性と思いやりの向上, 非技術的
な作業スキルの向上について語られた.

18 Cochran(2020)
Prevalence of Coping Strategy Training in Nursing School
Curricula

レジリエンストレーニング, ストレス
軽減を目的としたリソース, カリキュ
ラムの普及状況の調査

米国39州の看護学
校のうち155校

どの学校も学生にバーンアウトのスクリーニング
を定期的に行っていない. レジリエンストレーニ
ングを含む正式なカリキュラムを持っていたのは
9％であった. 看護学校にはレジリエンスを構築し
バーンアウトを防ぐための実践的なトレーニング
は基本的に存在しない.
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